
性
役
割
意
識
の
コ
！
ホ
l
ト
分
析

は
保
守
化
し
て
い
る
か
？

i
i
l

太永
郎議員
丸圭
博

1 

問
題

性
役
割
意
識
は
、
女
性
に
対
す
る
差
別
を
助
長
し
、
性
別
分
業
を
維

持
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
（
巴
告
白
山
口
品
。
吋

2
5宮
古

ω
。
。
。
一
大
和
一
九
九
五
）
、
従
来
か
ら
そ
の
動
向
や
形
成
要
因
の
分
析
が

数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
結
婚
行
動
（

o
g

N
C
C
∞
）
や
夫
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
（
表
一
一
O
O七
）
に
も
影
響
を
与
え
る

重
要
な
要
素
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、

性
役
割
意
識
の
時
代
に
よ
る
変
化
と
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
社
会
学
に
お
い
て
重
要
な
課
露
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
個
人
変
化
と
コ

l
ホ
1
ト
交
代
、
双
方
の
影
響
に
よ
っ

て
、
一
九
七

0
1九
0
年
代
に
か
け
て
性
役
割
意
識
は
弱
ま
っ
て
き
た

と
言
わ
れ
て
い
る
（
尾
嶋
一
一

0
0
0）
。
し
か
し
、
一
九
九

0
年
代
後

半
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
、
ニ

0
0
0年
代
に
入
っ
て
二
十
（
）
一
一
一
十
歳
代
の
女
性
に
保

守
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
（
松
田

二
O
O五
一
山
田
二

O
O九
）
、
ラ
イ
フ
ス
テ
i
ジ
、
職
の
有
無
や
学
躍

の
影
響
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
九
0
年
代
以
前
の
傾
向
と
比
較

検
討
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
性
役
割
意
識
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
変
化
が
何
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
の
か
、
そ
し
て
新
し
い
コ

1
ホ
！
ト
は
本
当
に
保
守
的
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
。

2 

先
行
研
究
の
検
討
と
時
題
設
定

本
節
で
は
、
ま
ず
倍
値
意
識
の
変
化
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
で
あ
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る
イ
ン
グ
ル
ハ
！
ト
の
理
論
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、

変
化
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
本
稿
の
方
向
性
を
示
す
。

倍
値
意
識
の
変
化
に
関
す
る
理
論

F
m目。
F
M凶
E
m
H
M
門
日
出
mHM
円。付（
N
C
C
C
）
に
よ
れ
ば
、
社
会
が
経
済
的

に
豊
か
に
な
る
に
従
っ
て
、
文
化
や
歴
史
的
文
脈
に
よ
る
価
値
観
の
違

い
は
根
強
く
残
る
も
の
の
、
神
や
家
族
、
を
重
視
す
る
伝
統
主
義
的
な
価

値
観
か
ら
そ
の
よ
う
な
権
威
を
重
視
し
な
い
世
俗
合
理
主
義
的
な
価
値

観
へ
の
変
化
、
そ
し
て
生
存
や
生
活
の
安
定
を
優
先
す
る
価
値
観
か
ら

生
活
の
質
や
自
己
表
出
を
擾
先
す
る
価
値
観
へ
の
変
化
が
起
き
る
と
い

う
。
た
だ
し
、
自
己
表
出
を
擾
先
す
る
価
値
観
へ
の
変
化
は
、
あ
く
ま

で
生
存
や
生
活
の
安
定
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
社

会
が
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
と

人
々
は
生
活
の
質
や
自
己
表
出
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
逆
に
豊

か
で
な
い
と
人
々
は
何
よ
り
も
生
存
や
生
活
の
安
定
を
優
先
す
る
と
い

う
訳
で
あ
る
。

①
 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
ジ
ェ
ン
ダ
i
平
等
志
向
は
自
己
表
出
を
優
先
す

る
価
値
観
の
中
心
的
要
素
で
あ
る
の
で
（

F
m山
岳
山
江
主
乱
－
N
O
O
N
）、

日
本
で
も
近
年
に
な
る
に
つ
れ
て
性
役
割
意
識
は
弱
ま
っ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ニ

0
0
0年
代
に
新
自
由
主
義
改
革
が
推
し
進

め
ら
れ
て
（
野
崎
二

O
O八
）
、
生
活
保
護
基
準
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
な
ど
公
的
福
祉
が
縮
小
し
（
田
淵
二

O
一
二
、
製
造
業
へ
の
派
遣

が
解
禁
さ
れ
る
な
ど
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
も
行
わ
れ
た
（
山
塩

2
・1

一O
O八
）
。
生
活
に
直
結
す
る
社
会
保
障
や
労
働
の
分
野
で
大
き
な

変
化
が
生
じ
た
た
め
、
性
役
割
意
識
が
強
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る。

20 

確
か
に
、
一

0
0
0年
代
の
臼
本
の
状
況
は
、
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
ら

が
想
定
し
て
い
た
体
制
の
崩
壊
や
革
命
。
内
乱
の
よ
う
な
事
態
と
は
異

な
る
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
の
生
存
や
生
活
の
安
定
が
脅
か

さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
両
者
に
遣
い
は
な
い
の
で
、
上
記
の
よ

う
な
予
測
は
彼
ら
の
説
と
は
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

性
役
割
意
識
の
変
化
に
関
す
る
研
究
の
動
向

性
役
割
意
識
の
よ
う
な
社
会
全
体
の
平
均
的
な
価
値
観
の
変
化
（
以

下
で
は
総
変
化
と
略
記
）
を
扱
う
研
究
で
は
し
ば
し
ば
、
総
変
化
を
引

き
起
こ
す
要
因
と
し
て
コ

i
ホ
l
ト
交
代
と
個
人
変
化
の
効
果
が
問
題

に
な
る
の
で

Q
昨
冬
山
口

m
V
5
2）
、
性
役
割
意
識
の
変
化
に
関
す
る

先
行
研
究
の
検
討
に
入
る
訴
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。

コ
i
ホ
i
ト
交
代
の
効
果
と
は
、
古
い
価
値
観
を
持
っ
た
世
代
が
亡

く
な
り
、
新
し
い
価
値
観
を
持
っ
た
世
代
が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
で
、
社

会
全
体
の
平
均
的
な
価
値
観
が
変
化
す
る
こ
と
を
一
一
一
一
口
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

個
々
人
が
生
涯
ま
っ
た
く
価
値
観
を
変
化
さ
せ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

コ
i
ホ
l
ト
聞
に
価
髄
観
の
違
い
が
あ
れ
ば
、
コ

i
ホ
1
ト
交
代
に
よ

っ
て
総
変
化
、
が
生
じ
る
。
一
方
、
個
人
変
化
の
効
果
と
は
、
個
々
人
が

生
涯
の
う
ち
に
価
舘
観
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
平
均
的

2
・2



な
価
値
観
が
変
化
す
る
こ
と
を
さ
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

亡
く
な
ら
ず
誰
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
個
々
人
が
価
値
観
そ

変
化
さ
せ
れ
ば
総
変
化
は
生
じ
る
。
偶
人
変
化
の
効
果
は
、

や
コ
！
ホ
i
ト
内
効
果
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

海
外
の
研
究
の
動
向

性
役
割
意
識
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
そ
の
変
化
に

つ
い
て
の
研
究
と
な
る
と
、
呂
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
性
役
割
意
識
の
変
化
に
関
し
て
要
国

分
解
や
盟
帰
分
析
を
行
っ
た
萌
究
が
数
多
く
見
ら
れ
（
凶
器
話
器
2

m
D島
市
内
凶
仏
印
ぐ
古

N
C
C
C
一
回
円
。
。
｝
自
吉
凶
応
出
。
H
N
O出
品
向
V
H
N
O
O
品
一
の
知
吋
付
。
円
。
什

忠－
N

C

S
）
、
。
。
立
2
2
m
L・（
N

2

5

の
よ
う
に
長
期
間
の
変
化
を
捉

え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牲
役

割
意
識
は
一
九
七
七

1
二
O
O八
年
に
か
け
て
一
貫
し
て
弱
ま
る
訳
で

は
な
く
、
一
九
九
四
i
二
0
0
0年
に
か
け
て
一
度
保
守
ル
出
し
て
い
る
。

こ
の
保
守
化
は
、
一
九
七
七

1
九
四
年
に
か
け
て
コ

l
ホ
i
ト
交
代
と

と
も
に
性
役
割
意
識
を
弱
め
る
方
向
に
作
用
し
て
い
た
偲
人
変
化
の
影

響
が
一
九
九
四
i
二
0
0
0年
に
か
け
て
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
こ
と
で

生
じ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
学
歴
や
女
性
の
就
業
状
態
の
分
布
の
変
化
、

政
治
的
イ
デ
オ
口
、
ギ
！
の
変
化
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
一
九
五
二
年
以
降
の
コ

i
ホ
i
ト
間
の
差
は

小
さ
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
新
し
い
コ

i
ホ
i
ト
ほ
ど
ジ
ェ
ン
ダ

i
平
等
志
向
が
強
い
と
い
う
鎮
向
に
変
わ
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

2
＠フ
7
1

保
守
化
が
新
し
い
コ

i
ホ
i
ト
が
保
守
的
で
あ
る
こ
と
で
生
じ
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九

0
年
代
に
お
け
る
性
役
割
意
識
の
変
化
の
停
滞
あ
る
い
は
保

守
化
は
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
で
も
見
ら
れ

P
S
E
巳－

N
O
O
斗一∞
8
立
呉
川
乱
・

5
8一一出町戸ぬ出品
N
F
C
N
C
M
N
）
、
イ
ギ
リ
ス
に
関

し

て

は

景

気

の

の

示

唆

さ

れ

て

い

る

G
g立
a
m
L－

M

句。。）。2
＠

2
。2

日
本
の
研
究
の
動
向

日
本
で
は
、
一
九
七
二

1
九
五
年
に
か
け
て
性
役
割
意
識
が
弱
ま
っ

て
お
り
、
男
女
と
も
に
新
し
い
コ

i
ホ
！
ト
ほ
ど
性
別
分
業
を
否
定
す

る
傾
向
が
あ
る
（
尾
鵬
二

0
0
0）
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
の
施
行
、
女
性
の
社
会
進
出
や
男
女
平
等
を
肯
定
的
に

評
価
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
の
強
ま
り
、
さ
ら
に
は
戦
後
の
学
校
教
育
に

よ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
尾
嶋
史
章
（
一
九
九
八
）
は

S
S
M
調
査
を
用
い
、
一
九
八
五

1
九
五
年
の
閣
に
女
性
の
性
役
割
意

識
が
コ

i
ホ
！
ト
交
代
、
高
学
麿
化
や
就
業
形
態
の
変
化
と
は
別
の
、

他
人
変
化
の
効
果
に
よ
っ
て
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

I
s
s
pを
用
い
た
分
析
で

一
九
九
四
i
ニ
O
O二
年
に
か
け
て
男
女
と
も
お
お
む
ね
性
役
割
意
識

が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と

P
2
2
巳－
N
0
5
）、

J
G
S
S
を
用
い
た
分

析
で
は
一
一

0
0
0
1
一
O
年
に
か
け
て
男
女
と
も
性
役
割
意
識
は
弱
ま

る
が
こ

0
0六
年
以
降
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
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て
い
る
（
佐
々
木
二

O

一
）
。
た
だ
し
、
女
性
の
場
合
は
二
十

1
一二十

歳
代
で
二

O
O二
1
0七
年
の
間
に
性
別
分
業
に
賛
成
す
る
割
合
が
増

加
す
る
こ
と
、
二
十
歳
代
で
は
二

0
0
0
1
0七
年
に
か
け
て
専
業
主

婦
志
向
も
高
ま
る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査

を
も
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
山
田
二

O
O九
三

問
題
設
定

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
先
片
付
研
究
は
記
述
統
計
の
解
釈
に
寵
ま
っ

て
い
た
り
、
長
期
的
な
変
化
を
捉
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
女
性
の
み
の

分
析
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
男
女
の
性
役
割
意
識
の
長

期
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
コ
ー
ホ
i
ト
交
代
、
偶
人
変
化
、
先
行
研
究

で
性
役
割
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
擁
さ
れ
て
い
る
要
因
（
教

背
年
数
、
職
の
有
無
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
）
を
考
慮
し
て
分
析
す
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
を
通
し
て
、
具
体
的
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
陪
い
に

答
え
て
い
く
。

1
．
一
九
七

0
年
代
か
ら
こ

0
0
0年
代
の
聞
に
性
役
割
意
識
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
ト
レ
ン
ド
に
変
化
が
あ
る
と
す

れ
ば
そ
れ
は
い
つ
な
の
か
？

2
・
1
項
で
示
唆
し
た
よ
う
に

こ
0
0
0年
代
に
入
っ
て
保
守
化
が
起
き
て
い
る
の
か
っ

2
．
こ
の
よ
う
な
変
化
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
？
コ

i
ホ
！
ト
の
交
代
か
、
そ
れ
と
も
高
学
歴
化
、
労
働
力
率
の
変
化
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
分
布
の
変
化
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
は
還

元
で
き
な
い
舘
人
変
化
の
効
果
に
よ
る
も
の
な
の
か
？

2
・3

3
．
新
し
い
コ
l
ホ
l
ト
で
保
守
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
っ

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
日
本
で
は
性
役
割
意
識
の
研
究
が
数
多
く
な
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
的
な
変
化
に
関
し
て
は
、
上
記
の
よ

う
な
基
本
的
な
事
実
す
ら
礎
認
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本

稿
は
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
い
に
答
え
る
こ
と
を
自
的
と
す
る
。

22 

3 

デ

i
タ
と
分
析
方
法

デ
ー
タ
の
概
要
と
分
析
対
象

分
析
に
は
、

N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
世
論
調
査
部
が
行
っ
た
「
日

本
人
の
意
識
調
査
，

1
9
7
3
1
2
0
0
8」
を
用
い
る
。
こ
の
調
査

は
一
九
七
三
年
以
来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
面
接
調
査
で
あ
り
、

サ
ン
プ
ル
は
層
化
無
作
為
二
段
抽
出
法
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
十
六
歳

以
上
の
国
民
五
回

O
O人
（
第
一
胆
調
査
の
み
五
四
三
六
人
）
で
あ
る

（
河
野
・
高
矯
二

O
O九
）
。
有
効
回
収
率
は
、
第
一
回
調
査
か
ら
眠
に

七
八
・
一
%
、
七
八
・
五
%
、
七
五
二
二
%
、
七
了
四
%
、
七

0
・
六
%
、

六
七
・
一
%
、
六
了
五
%
、
五
七
・
五
%
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
公
開
ヂ
l
タ
で
は
年
齢
は
五
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ

リ
カ
ル
変
数
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
七
十
五
歳
以
上
は
一
括
り
に
な

っ
て
お
り
年
齢
の
幅
が
確
定
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
十
六
（
）

七
十
四
歳
の
男
女
を
分
析
対
象
に
し
た
。
ま
た
、
政
入
や
就
業
形
態
は

殆
ど
尋
ね
ら
れ
て
い
な
い
。
若
干
の
不
満
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ー
ホ
i

ト
交
代
と
個
人
変
化
の
効
果
を
識
別
す
る
た
め
に
は
長
期
の
繰
り
返
し

コJ
・
守
I



関
査
デ
i
夕
、
か
必
要
で
あ
り
、
こ
の
デ
i
タ
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。

性
役
割
意
識
の
指
標

こ
の
調
査
で
は
、
性
役
割
意
識
に
関
す
る
質
問
項
目
は
「
リ
ス
ト
に

は
、
父
親
が
台
所
の
手
伝
い
や
子
ど
も
の
お
も
り
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
甲
、
乙
2
つ
の
意
見
を
の
せ
て
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
ち
ら
に

賛
成
し
ま
す
か
」
（
以
下
「
男
性
の
家
事
い
と
略
記
）
、
「
結
婚
し
た
女

性
が
職
業
を
も
ち
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う

か
」
（
以
下
「
女
性
の
働
き
方
」
と
略
記
）
、
「
一
般
に
、
結
婚
し
た
男

女
は
、
名
字
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
と
お
考
え
で
す
か
」
（
以
下
「
結

婚
後
の
姓
」
と
略
記
）
の
三
つ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
性
役
割
意

識
の
指
標
と
し
て
用
い
る
。

こ
れ
ら
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
性
役
割
意
識
の
指
標
と
は
ワ
l
デ

ィ
ン
グ
が
異
な
る
も
の
の
、
前
の
二
項
目
は
伝
統
的
な
性
別
分
業
に
対

す
る
賛
否
を
尋
ね
て
い
る
の
で
、
性
役
割
意
識
の
指
標
と
し
て
用
い
る

の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
結
婚
後
の
姓
の
選
択
は
性
別
分
業
そ
の
も
の
で

は
な
い
が
、
家
父
長
制
そ
反
映
し
て
い
る
（
井
田
一
九
八
九
）
と
い
う

点
で
は
性
役
割
意
識
の
指
標
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
多
重
対

応
分
析
の
結
果
、
男
女
と
も
性
別
分
業
に
肯
定
的
で
あ
る
ほ
ど
結
婚
後

の
姓
に
つ
い
て
も
保
守
的
な
考
え
（
当
然
、
夫
の
姓
を
名
の
る
べ
き
）

を
持
つ
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
（
結
果
は
割
愛
）
、
結
婚
後
の
姓
に
関
す

る
意
識
も
性
役
割
意
識
の
指
標
と
し
て
分
析
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

3
・2

ま
た
、
我
々
は
性
役
部
意
識
を
一
次
元
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
、

一
変
数
の
因
子
得
点
を
性
役
割
意
識
の
指
標
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
性
役
翻
意
識
を
多
次
元
的
に
と
ら
え
る
議
論
も
有
力
で
あ
る
の

で
（
大
和
一
九
九
五
一

V
2
2
巳－

M
o
o
d
、
慎
重
を
期
し
て
三
つ
の
指

標
を
別
々
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
一
一
つ
の
指
標
の
椙
関
係
数
を
男

女
、
調
査
年
別
に
計
算
す
る
と
、
す
べ
て

0
・
二
五

1
0・
一
二
程
度
の
安

定
し
た
値
を
と
る
の
で
、
性
役
割
意
識
と
い
う
構
成
概
念
を
そ
れ
ら
の

背
後
に
仮
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
相
関
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
間
荷
の
分
散
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
一
一
一
つ
の

指
標
を
別
々
に
分
析
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

分
析
方
法
お
よ
び
扱
う
変
数

本
稿
で
は
、
性
役
割
意
識
の
変
化
の
要
因
を
検
討
す
る
た
め
に
線
形

要
因
分
解
を
行
う
（
吋
昨
冬
山
口
m
F
5
2）
。
こ
れ
は
、
重
回
帰
分
析
の

結
果
を
も
と
に
し
て
、
被
説
明
変
数
の
平
均
値
の
時
点
聞
の
変
化
を
、

コ
i
ホ
i
ト
交
代
に
よ
る
部
分
、
教
青
年
数
と
い
っ
た
そ
の
地
の
説
明

変
数
の
平
均
値
の
変
化
に
よ
る
部
分
、
そ
れ
ら
に
は
還
元
で
き
な
い
個

人
変
化
に
よ
る
部
分
に
分
割
す
る
方
法
で
あ
る
。
ま
ず
、
す
べ
て
の
調

査
時
点
の
サ
ン
プ
ル
を
マ

i
ジ
し
た
デ
ー
タ
を
使
い
、
性
役
割
意
識

（
む
）
を
被
説
明
変
数
、
調
査
年
（
可
）
と
出
生
年
（
町
）
、
そ
の
他
の
統
制

変
数
（
凶
）
（
こ
れ
は
複
数
あ
っ
て
も
よ
い
）
を
説
明
変
数
と
す
る
次
の

よ
う
な
モ
ヂ
ル
を
回
帰
分
析
で
推
定
す
る
。

〔

U
H
F－
T
E
H
可
十
九
W
凶
（

U十
九
叫
印
し
代
＋
向
。

3
・3

（

1
）
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最
初
と
最
後
の
調
査
時
点
の
各
変
数
の
平
均
値
を
そ
れ
ぞ
れ
C
M
U

フリ

（
り
ご
し
代
ご

C
M
V
M）

p
p
u
H
N
と
す
る
と
、
式
（
1
）
の
モ
デ
ル
が
正
し
け

れ
ば

p
l
p
n
p（
コ
ー
～
J
）
十
九
凶
凶
（

p
i
n
H）
十
矛
（
何
回

lHH）
（

2
）

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
。
式
（
2
）
の
左
辺
は
性
役
割
意
識
の
平
均

値
が
最
初
と
最
後
の
時
点
の
間
で
ど
の
程
度
変
化
し
た
か
を
示
し
、
在

辺
は
説
明
変
数
の
平
均
値
の
変
化
量
に
回
帰
係
数
を
掛
け
合
わ
せ
た
も

の
の
総
和
に
な
っ
て
い
る
。
右
辺
の
三
つ
の
項
は
、
個
人
変
化
、
コ
ー

ホ
i
ト
交
代
、
そ
の
他
の
統
制
変
数
の
平
均
値
の
変
化
の
効
果
と
解
釈

で
き
る
の
で
、
性
役
割
意
識
の
総
変
化
の
量
を
三
つ
の
要
因
に
分
割
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
コ

l
ホ
i
ト
間
で
性
役
割
意
識
に
存
意
な
差
、
が
あ
る
か
ど
う

か
を
挽
討
す
る
た
め
に
「
男
性
の
家
事
」
は
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回

帰
分
析
、
後
の
二
指
標
は
順
序
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
う
。

次
に
、
分
析
に
用
い
る
変
数
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
性
役
割
意
識

の
一
一
一
つ
の
指
標
は
、
最
小
値
が
0
、
最
大
値
、
か
1
で
、
平
等
志
向
が
強

く
な
る
ほ
ど
値
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
標
準
化
し
て
あ
る
。
学
歴
は
教

育
年
数
に
換
算
M
、
職
の
有
無
は
主
婦
、
生
徒
＠
学
生
、
無
職
を
ま
と

め
て
無
職
、
そ
の
他
を
有
職
と
し
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
は
、

生
の
未
婚
者
、
学
生
以
外
の
未
婚
者
、
子
供
の
い
な
い
既
婚
者
、
ム

が
中
学
生
以
下
の
既
婚
者
、
末
子
が
中
学
生
よ
り
大
き
い
既
婚
者
、

死
加
者
の
六
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
変
数
を
作
成
し
て
い
る
。

計
は
、
の
と
お
り
で
あ
る
。

分析に用いる変数の記述統計表1

784 
(.411) 

613 
(.371) 

348 
(.324) 

1946.2 
(17.2) 

11. 7 
(2.0) 

47.7 

934 
(.249) 

.731 
(.325) 

412 
(.334) 

1959.3 
(15.8) 

12.6 
(2.0) 

53.4 

.566 
(.496) 

464 
(.369) 

274 
(.294) 

1934.0 
(1ι3) 

10.8 
(1.8) 

39.9 

742 
(.438) 

524 
(.381) 

.332 
(.324) 

1945.8 
(17.8) 

12.0 
(2.5) 
82.。

.891 
(.312) 

.677 
(.353) 

.417 
(.351) 

1960.1 
(16.3) 

12.9 
(2.4) 

76.8 

596 
(.491) 

373 
(.363) 

.279 
(.301) 

1933.3 
(15.1) 

11.1 
(2.3) 

87.3 

男性の家事

6.8 
11.7 
5.4 
32.0 

5.0 
13.3 
5.9 
20.7 

34“9 43.9 

5.8 
11.9 
5.9 
44.1 

23.0 

9.3 
1945 

8.6 
15.5 
5.4 
30.7 

6.6 
20.9 
5.5 
20.ヰ

7.8 
15.6 
6.5 
41.4 

36幽941.5 

5.1 
1107 

26.8 

女性の働き方

有職者の割合（%）

ライフステージ（%）

学生・未婚

学生以外・米婚

子どもなし・既婚

末子中学以下・既婚
末子中学よりよ・既
婚

難死別

N 

結婚後の姓

平均出生年

平均教育年数

24 

9.3 
13826 

11.2 
1368 

3.0 
11571 

1.9 
1696 
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Au－－
e
1

コ
！
ホ
i
ト
別
に
見
た
性
役
割
意
識
の
変
化

ま
ず
、
性
役
割
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
く
。
図
ー
は
、
性
役
割
意
識
の
変
化
を
コ

i
ホ
！
ト
別
に

1.0 

0.6 

0.2 

0.4 

0.8 

73 78 83 88 93 98 03 08 

.y挙i議

警警 J斎ず ）＼τ、
A 叡〆湾Y

～－－－－.＿＿＿／ー～

1.0 

0.4 

0.8 

0.6 

e，、ー’、，， F ー、 d 時ー~ - - 一、、，司、

一＼）／／0.2 

73 78 83 88 9398 03 08 73 78 8388 93 98 03 08 

1969司83午：
1984-92年〉《古田栄ー争く

コーホート別に見た性役割意識の平均鐘

（値が大きいほど平等志向が強いことを示す）

1944-53年ト4ト-8
1954-68年齢ー傘叩傘

1899-1928年一一一－
1929-43年

臨1
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示
し
た
も
の
で
あ
る
。

時
代
に
よ
る
変
化
を
見
る
と
、
一

O
O一
一
一
年
ま
で
は
男
女
と
も
す
べ

て
の
指
標
で
平
等
志
向
が
強
ま
る
が
、
一
一

O
O一
一
一
年
頃
を
境
に
変
化
が

停
滞
あ
る
い
は
保
守
化
に
転
じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
ほ
ぼ
す

べ
て
の
コ

1
ホ
i
ト
で
見
ら
れ
る
。

コ
I
ホ
！
ト
聞
の
比
較
を
す
る
と
、
一
九
六
八
年
ま
で
の
コ

i
ホ
i

ト
で
は
新
し
い
コ

i
ホ
1
ト
ほ
ど
平
等
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
コ

i
ホ
i
ト
間
の
差
は
非
常
に
小
さ
い
。
そ
し
て
、
「
女
性

の
働
き
方
」
に
関
し
て
は
男
女
と
も
、
「
結
婚
後
の
姓
い
に
関
し
て
は

女
性
の
場
合
に
、
一
九
六
九
年
以
降
の
コ

l
ホ
1
ト
の
方
、
か
一
九
五
回

i

六
八
年
の
コ

i
ホ
i
ト
よ
り
も
保
守
的
で
あ
る
。

線
形
要
自
分
解
の
結
果

図
ー
を
見
る
と
、
性
役
割
意
識
は
男
女
と
も
主
に
二

O
O一
二
年
頃
を

境
に
変
化
、
か
停
滞
あ
る
い
は
保
守
化
し
て
い
る
の
で
、
二

O
O一一一年ま

で
の
変
化
と
二

O
O二
一
年
以
降
の
変
化
に
分
け
て
線
形
要
盟
分
解
を
行

③
 

っ
た
。
そ
の
結
果
が
表
2
で
あ
る
。

表
中
の
「
総
変
化
」
は
、
当
該
期
間
の
性
役
割
意
識
の
平
均
値
の
変

化
の
総
量
を
示
す
。
例
え
ば
、
男
性
に
お
け
る
「
男
性
の
家
事
」
の
平

均
値
は
一
九
七
一
一
一

1
二
O
O三
年
の
間
に

0
・
二
八
一
一
一
上
昇
し
た
。
ま

た
、
式
（
l
）
の
モ
デ
ル
か
ら
は

0
・
一
一
八
六
の
上
昇
が
予
測
さ
れ
る
。

そ
の

0
・
二
八
六
の
う
ち
、

0
・
0
一
六
が
コ

l
ホ
l
ト
交
代
、

0
・

0
一
一
が
そ
の
他
の
変
数
（
教
育
年
数
、
職
の
有
無
、
ラ
イ
フ
ス
テ
i

A
叩．・「ぷ

ジ
）
の
変
化
、

0
・
五
七
が
個
人
変
化
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

一九七一一一

i
二
O
O一
一
一
年
に
か
け
て
は
総
変
化
の
備
は
男
女
と
も
す

べ
て
の
指
標
で
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
性
役
割
意
識
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
三

つ
の
要
因
の
う
ち
、
傭
人
変
化
の
効
果
、
か
最
も
大
き
く
、
そ
の
他
の
変

数
の
効
果
が
最
も
小
さ
い
。
こ
の
傾
向
は
男
女
、
す
べ
て
の
指
標
で
同

じ
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
コ

i
ホ
l
ト
交
代
や
そ
の
他
の
変
数
の
変

化
に
は
還
元
で
き
な
い
よ
う
な
、
時
代
に
よ
る
個
人
変
化
、
か
性
役
割
意

識
を
弱
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
性
役
割
意
識
の
変
化
の
原
因
と
し

て
高
学
歴
化
や
女
性
の
労
働
力
率
の
上
昇
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
確
か
に
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
直
接
的
な
効
果
は
ほ
ん

⑤
 

の
わ
ず
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二

O
O二一
1
0八
年
に
か
け
て
は
総
変
化
の
値
が
0
に

近
い
か
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
男
女
と
も
性
役
割
意
識
の
変
化
が

停
滞
も
し
く
は
保
守
化
し
て
い
る
。
コ
ー
ホ
i
ト
交
代
の
効
果
は
ど
の

指
標
で
も
プ
ラ
ス
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
個
人
変
化
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ

て
い
る
た
め
、
双
方
の
効
果
、
か
打
ち
消
し
合
っ
て
変
化
の
停
滞
あ
る
い

は
保
守
化
が
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
二

O
O一
二
年
以
降
は
、

新
し
い
コ

l
ホ
l
ト
が
と
り
わ
け
保
守
的
で
あ
る
た
め
で
は
な
く
、
ど

の
コ

i
ホ
l
ト
で
も
意
識
の
変
化
が
停
滞
あ
る
い
は
保
守
化
し
た
た
め

に
、
社
会
全
体
の
意
識
の
変
化
の
停
滞
や
保
守
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
代
数
的
な
要
因
分
解
（
出
円
。
g
c
m
Y
5
2）
も
行
っ
た
が
再
じ

結
果
、
か
得
ら
れ
て
い
る
（
結
果
は
割
愛
）
。
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線形要因分解の結果表2

2003-08 

012 

。12
003 
-001 

.002 

.004 

004 .300 

.006 
-018 

.002 

.034 
103 
.021 

自
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
掃
分
析
の
結
果

前
項
の
分
析
か
ら
、
性
役
割
意
識
の
変
化
の
主
因
は
個
人
変
化
で
あ

り
、
二

O
O三
年
前
後
で
ト
レ
ン
ド
が
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た

が
、
新
し
い
コ

i
ホ
！
ト
が
保
守
化
し
て
い
る
か
、
ど
う
か
は
ま
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
新
し
い
コ

l
ホ
i
ト
（
本
稿
で
は

九
六
九
年
以
降
の
コ

l
ホ
l
ト
と
す
る
）
の
方
が
一
四
i

六
八

4
．・
3

.011 
-.001 

.002 

1973-2003 

.286 

.283 

。17
265 
.009 

.292 

.016 

.257 

.013 

一.009

一.009

158 

147 

男性の家事

コーホート交代

個人変化

その他の要盟

モデルから予測される

総変化

実際の総変化

女性の髄き方

コーホート交代

個人変化

その地の要因

モデルから予測される

総変化

実際の総変化

結婚後の姓

コーホート交代

個人変化

その他の要罰

モデルから予測される

総変化

実際の総変化

女誰

男性

2003-08 

.016 
-.085 

.010 

一.059

002 
-.007 

005 

.009 
-.013 

.003 

.001 

.001 

-001 

-001 

1973-2003 

.070 

.090 

.040 

.033 
212 
.030 

.275 

.267 

.385 

.368 

.075 

.282 

.027 

.201 

男性の家事

コーホ…ト交代

個人変化

その他の要菌

モデルから予測される

総変化

実際の総変化

女性の働き方

コーホート交代

錯人変化

その憶の要因

モデルから予測される

総変化

実際の総変化

結婚後の姓

コーホート交代

個人変化

その他の要宙

モデルから予測される

総変化

実際の総変化

年
の
コ

i
ホ
i
ト
よ
り
も
保
守
的
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
男
女
別
に

⑥
 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
て
検
討
す
る
。
説
明
変
数
に
は
、

線
形
要
国
分
解
で
取
り
上
げ
た
変
数
以
外
に
、
時
代
の
影
響
が

一一

O
O一
一
一
年
以
降
、
ど
の
程
度
変
化
し
た
か
を
示
す
変
数
（
表
中
で
は
ス

プ
ラ
イ
ン
と
略
払
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
が
表
3
と
表
4
で
あ
る
。

男
女
と
も
に
、
一
九
六
九
年
以
降
の
コ

i
ホ
i
ト
の
方
、
か
一
九
五
四 一.059
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ー
六
八
年
の
コ
！
ホ

i
ト
よ
り
も
有
意
に
保
守
的
な
傾
向
は
見
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
平
等
志
向
が
強
い
場
合
も
あ
る
。
図
ー
で
は
新
し
い
コ

i

ホ
i
ト
の
方
、
か
保
守
的
に
見
え
る
部
分
も
あ
る
が
、

障
か
、
そ
の
他
の
統
制

変
数
の
効
果
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
表
3
と
表
4

の
ス
プ
ラ
イ
ン
変
数
の

係
数
を
見
る
と
、
す
べ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

い

る

。

の

と
「
結

婚
後
の
姓
い
に
関
し
て

は
存
意
で
は
な
い
が
、

そ
れ
は
男
性
の
方
が
も

と
も
と
保
守
的
で
あ
っ

た
の
で
、
ま
だ
ジ
ェ
ン

ダ
i
平
等
志
向
が
強
ま

る
余
地
が
あ
っ
た
た
め

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
男
性
の
場

は
「
女
性
の
働
き

女
性
の
場
合
は

性役割意識のロジスティック由帰分析（男性）表3
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す
べ
て
の
指
標
に
関
し
て
こ

O
O一
一
一
年
に
時
代
の
効
果
が
脊
意
に
変
化

し
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
。
時
代
の
効
果
は
、
他
の
説
明
変
数
に
は
還

元
で
き
な
い
錨
人
変
化
の
効
果
を
示
す
の
で
、
個
人
変
化
の
停
滞
あ
る
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スプライン

コーホート
(ref 195ヰー68年）

1899-1928年

1929-43年

1944-53年

1969-83年

1984-92年

教青年数

＊＊ 

〉ド＊＊
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459 

(.108) 

075 
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(.055) 
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28437.0 
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(.061) 

278 *** 
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(.056) 

一.042

12423.5 24055.9 

.097 .091 

11571 11571 

pく .001，合＊pく .01,* pく .05，カッコ内l土
性役割意識は値が大きいほど平等志向が強いことを示す

ライフステージ
(ref京子が中学生以下の罷婚者）
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い
は
保
守
化
、
が
こ
こ
で

も
再
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。5 

性役割意識の口ジスティック由帰分析（女性）表4
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結守て個生保 iつよが停以まけ一女め
果化の人じ守ホなそ見滞降るて 1とる
、し

た
仁4

と
ーで
年ヲi
以き
降起
のこ
意さ
識れ
のて
変い
化る
を
そ生 し
じ てさ

＊＊＊ 有識ダミ…

せ

た

偲

人

変

化

は

、

ラ

イ

フ

ス

テ

ー

ジ

の

分
布
の
変
化
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。



そ
れ
で
は
、
一

O
O三
年
以
捧
の
借
入
変
化
の
停
滞
や
保
守
化
を
引

き
起
こ
し
た
社
会
的
・
時
代
的
な
要
国
と
は
如
何
な
の
か
。
こ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
調
査
年
を
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
と
し
た
マ
ル
チ
レ
ベ

ル
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
八
時
点
分
し
か
デ
！
夕
、
か
な
い
た
め

実
質
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
の
解
釈
／
仮
説
を
提

示
し
て
お
こ
う
。

2
・
1
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
規
制
緩

和
を
は
じ
め
と
し
た
新
自
由
主
義
的
な
政
策
、
か
導
入
さ
れ
た
時
顕
で
あ

り
、
競
争
の
激
化
や
労
働
環
境
の
大
き
な
変
化
、
か
性
役
割
意
識
の
変
化

の
停
滞
あ
る
い
は
保
守
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
貧
困
の
拡
大
も
一
一
凶
か
も
し
れ
な
い
。
二

O
O一ニ’
ep－
－

O
八
年

と
い
う
期
開
は
ほ
ぼ
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
期
に
相
当
す
る
の
で
（
内

閣
府
二

O
一
二
）
、
イ
ン
グ
ル
ハ

l
ト
に
単
純
に
従
え
ば
性
役
割
意
識

は
弱
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
一
年
勤
続
者
の

⑧
 

平
均
給
与
は
男
性
で
五
回
八
万
円
か
ら
五
四
二
万
円
、
女
性
で

二
七
八
万
円
か
ら
二
七
一
万
円
に
や
や
減
少
し
、
給
与
が
二
百
万
円
以

下
の
給
与
所
得
者
の
割
合
は
男
性
で
六
・
九
%
か
ら
九
・
五
%
、
女
性
で

三
九
・
八
%
か
ら
四
一
一
一
・
七
%
に
増
加
し
（
関
税
庁
二

O
一一一

a
、

二
O
一二
b
）
、
世
帯
主
が
働
い
て
い
る
世
帯
に
お
け
る
一
か
月
あ
た
り

の
生
活
保
護
受
給
世
帯
も
八
万
世
帯
か
ら
十
二
万
世
帯
に
増
加
し
て
お

り
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
一
一

O
一
一
号
、
好
景
気
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
々
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生

存
や
生
活
の
安
定
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
で
性
役
割
意
識
が
強
ま
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

た
だ
し
、
上
記
の
解
釈
は
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
仮
説
に
過
ぎ
ず
、
意

識
の
個
人
変
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
時
代
的
な
要
国
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
で
指
擁
さ
れ
て
い
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
化
の
よ
う
な
文
化

的
要
悶
も
含
め
て
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
し

た
よ
う
に
、
米
英
独
中
で
は
日
本
よ
り
五

i
十
年
ほ
ど
早
く
、
性
役
割

意
識
の
変
化
が
停
滞
あ
る
い
は
保
守
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期

の
違
い
は
、
新
自
由
主
義
的
な
改
革
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
違
い
に
起
因
す

る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
。
。
詳

2
2
m
L・（
N
O
M
M
）
が
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
加

の
文
化
的
な
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
は

大
変
興
味
深
い
が
、
今
後
の
諜
題
と
し
た
い
。

30 

注
①
ジ
ェ
ン
ダ
l
平
等
志
向
は
性
役
割
意
識
の
意
味
を
反
転
さ
せ
た
言
葉
で

あ
る
。

②
「
男
性
の
家
事
」
の
回
答
は
以
下
の
二
択
（
カ
ッ
コ
内
の
値
は
平
均
値

を
計
算
す
る
擦
に
与
え
て
い
る
数
値
）
。

・
申
一
台
所
の
手
伝
い
や
子
ど
も
の
お
も
り
は
、
二
本
の
主
人
で
あ
る

男
子
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
（
O
）

・
乙
一
夫
婦
は
互
い
に
た
す
け
合
う
べ
き
も
の
だ
か
ら
、
夫
が
台
所
の

手
伝
い
や
子
ど
も
の
お
も
り
を
す
る
の
は
当
然
だ
（
1
）

「
女
性
の
働
き
方
」
の
自
答
は
以
下
の
一
一
一
択
。

・
結
婚
し
た
ら
、
家
庭
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
O
）

・
結
婚
し
て
も
子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
、
職
業
を
も
っ
て
い
た
ほ
う

が
よ
い
（
0

・g

・
結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
で
も
、
で
き
る
だ
け
職
業
を
も
ち
続
け

た
ほ
う
が
よ
い
（
1
）



「
結
婚
後
の
姓
」
の
回
答
は
以
下
の
田
択
。

・
当
然
、
妻
が
名
字
を
改
め
て
、
夫
の
ほ
う
の
名
字
を
名
の
る
べ
き
だ

（

O
）
 

・
現
状
で
は
、
妻
が
名
字
を
改
め
て
、
夫
の
ほ
う
の
名
字
を
名
の
っ
た

ほ
う
が
よ
い
（
0
・ωωω
）

・
夫
婦
は
同
じ
名
字
老
名
の
る
べ
き
だ
が
、
ど
ち
ら
が
名
字
を
改
め
て

も
よ
い
（
。
・

2
3

・
わ
ざ
わ
ざ
一
方
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
く
、
夫
と
妻
は
別
々
の
名
字

の
ま
ま
で
よ
い
（
I
）

③
「
高
等
学
校
二
口
伺
等
専
門
学
校
（
1
1
3年
生
）
在
学
中
」
は
十
年
、
「
高

等
専
門
学
校
（
4
、
5
年
生
）
、
短
期
大
学
、
大
学
・
大
学
院
在
学
中
」

は
十
一
一
一
年
と
し
て
い
る
。

③
出
生
年
は
一
八
九
九

1
一
九
九
ニ
年
生
ま
れ
ま
で
を
五
年
毎
の
二
十
グ

ル
ー
プ
に
一
区
分
し
、
各
々
の
中
央
値
を
割
り
当
て
て
い
る
。
た
だ
し
、

一
九
八
九
｜
九
二
年
は
一
九
九
一
年
と
し
て
い
る
。

⑤
直
接
的
な
効
果
と
は
、
高
学
歴
で
勧
い
て
い
る
人
の
方
が
性
役
割
意
識

が
弱
い
の
で
、
そ
う
い
う
人
が
増
え
れ
ば
社
会
全
体
の
平
均
的
な
性
役

割
意
識
も
弱
ま
る
、
と
い
う
効
果
で
あ
る
が
、
間
接
的
な
効
果
と
は
、

高
学
歴
な
女
性
や
働
い
て
い
る
女
性
が
増
え
て
い
る
の
を
見
た
人
々

（
男
性
で
も
低
学
歴
で
も
働
い
て
い
て
も
よ
い
）
が
女
性
に
対
す
る
見
方

を
変
え
て
性
役
割
意
識
を
弱
め
る
と
い
う
効
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

間
接
的
効
果
は
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
コ

i
ホ
i
ト
の
区
分
は
、

N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
編
（
二

O
一
O
）

を
参
照
し
た
。
先
行
研
究
で
保
守
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
十

1
五
十

歳
代
と
い
う
年
齢
層
は
ほ
ぼ
一
九
六
八
年
以
降
の
コ
！
ホ
I
ト
に
相
当

す
る
の
で
、
本
稿
で
は
一
九
六
九
年
以
降
の
コ

l
ホ
i
ト
を
新
し
い
コ

ー
ホ
！
ト
と
し
た
。
ま
た
、
国
ー
を
見
る
と
男
女
と
も
全
体
的
に

一
九
五
四
i
六
八
年
の
コ

i
ホ
！
ト
が
最
も
平
等
志
向
が
強
い
た
め
、

比
較
の
基
準
に
し
た
。

⑦
ス
プ
ラ
イ
ン
変
数
は
二

O
O一
一
一
年
ま
で
は
0
、
そ
の
後
は
毎
年
l
ず
つ

値
が
増
え
る
変
数
で
あ
る
（
の
0
2
2
2
包－

N
C
M
M
）
。
時
代
の
M
m数
を

？
、
ス
プ
ラ
イ
ン
変
数
の
係
数
を

P
と
す
る
と
二

O
O一
一
一
年
ま
で
の
時

代
の
効
果
は
？
、
そ
れ
以
蜂
の
時
代
の
効
果
は
？
＋

F
と
推
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
個
人
変
化
の
効
果
は
こ
の
分
析
で
は
時
代
の
効

果
に
対
応
し
て
い
る
。

⑧
男
女
別
の
平
均
給
与
が
公
表
さ
れ
た
の
は
一
九
七
八
年
以
蜂
な
の
で
、

そ
れ
以
前
と
の
比
較
は
で
き
な
い
。
な
お
、
一
年
勤
続
者
と
は
、
各
年

の
一
（
J

十
二
月
ま
で
引
き
続
き
勤
務
し
、
給
与
の
支
給
を
受
け
た
月
数

が
十
二
か
月
の
者
を
指
す
。
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Z2wMM凶叫い⑦円山（
U

宮
山
口
問
。
ω
t
M
C
O
ロ門目。吋

kr立
件
ロ
仏
。
∞
仙
HM
の｝凶仲
H
M
F
川市出向凶
a
N
0
0
4
3
w
h。
ミ
ミ
～
E
2
2
N出
2
2
R
P
U

問
削
六
郎
、
一

O

一
、
「
福
祉
に
お
け
る
格
差
」
坂
井
素
忠
・
岩
永
雅
也
編

吋
格
差
社
会
と
新
自
由
主
義
い
放
送
大
学
教
育
振
興
会
一
一
九
一
一
一
i

二
O
八。

山
田
昌
弘
、
二

O
O九
、
『
な
ぜ
若
者
は
保
守
化
す
る
の
か
i
l
i反
転
す
る
現

実
と
願
望
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

山
国
一
真
浩
、
二

O
O八
、
「
労
働
i
i
i新
自
由
主
義
改
革
の
現
状
と
問
題
点
」

楼
谷
勝
美
・
野
崎
哲
哉
編
「
新
自
由
主
義
改
革
と
呂
本
経
済
』
三
重
大

学
出
版
会
一
五
九
i
七
六
。

大
和
礼
子
、
一
九
九
五
、
「
性
別
役
割
分
業
意
識
の
二
つ
の
次
元
1
1
1

『
性
に

よ
る
役
割
振
り
分
け
い
と
内
愛
に
よ
る
再
生
産
役
割
と
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』

四
O
（
一
）
一

O
九
二
六
。

第

謝
辞
一
次
分
析
に
当
た
り
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
附
属
社
会
詔
査
・

デ
！
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

s
s
Jデ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
「
日

本
人
の
意
識
調
査
，

1
9
7
3
1
2
0
0
8い（
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
世

論
語
査
部
）
の
錨
票
デ

i
タ
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

（
な
が
せ
け
い
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
た
ろ
う
ま
る
ひ
ろ
し
・
京
都
大
学
文
学
期
究
科
准
教
捜
）

33 性役割意識のコーホート分析


